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★当 ファンドの仕組みは次の通りです。
商品分類 追加型投信／国内／株式
信託期間 2014年12月 5 日～2029年12月 4 日
運用方針 信託財産の成長をめざして運用を行ないます。
主要投資
対 象

わが国の金融商品取引所上場株式（上場予定
を含みます。）

株式組入
制 限 無制限

分配方針

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売
買益（評価益を含みます。）等とし、原則とし
て、信託財産の成長に資することを目的に、
配当等収益の中から基準価額の水準等を勘案
して分配金額を決定します。ただし、配当等
収益が少額の場合には、分配を行なわないこ
とがあります。

ダイワ日本株ニュー・グロース・ファンド
（ダイワＳＭＡ専用）

第10期
運用報告書（全体版）

（決算日　2024年12月 4 日）
（作成対象期間　2023年12月 5 日～2024年12月 4 日）

受益者のみなさまへ
毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。
当ファンドは、わが国の株式に投資し、信
託財産の成長をめざしております。当作成期
につきましてもそれに沿った運用を行ないま
した。ここに、運用状況をご報告申し上げま
す。
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、
お願い申し上げます。

◇TUZ0460320241204◇

■2024年 2 月21日付で信託期間終了日を
　2024年12月 4 日から2029年12月 4 日に変更しました。



ダイワ日本株ニュー・グロース・ファンド（ダイワＳＭＡ専用）

決　　算　　期
基 準 価 額 ＴＯＰＩＸ（配当込み）

株　　式
組入比率

株　　式
先物比率

純 資 産
総　　額（分配落） 税込み

分配金
期　中
騰落率 （参考指数） 期　中

騰落率
円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円

6期末（2020年12月 4 日） 20, 689 0 41. 8 2, 771. 52 6. 8 94. 7 ― 1, 992 
7 期末（2021年12月 6 日） 19, 477 0 △ 5. 9 3, 103. 84 12. 0 97. 0 ― 403 
8 期末（2022年12月 5 日） 19, 297 0 △ 0. 9 3, 187. 97 2. 7 96. 5 ― 444 
9 期末（2023年12月 4 日） 25, 541 0 32. 4 3, 966. 03 24. 4 96. 3 ― 753
10期末（2024年12月 4 日） 27, 980 0 9. 5 4, 708. 98 18. 7 96. 5 ― 1, 190 

（注 1）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注 2）指数値は、指数提供会社により過去に遡って修正される場合があります。上記の指数は直近で知り得るデータを使用しております。
（注 3）株式組入比率は新株予約権証券を含みます。
（注 4）株式先物比率は買建比率－売建比率です。

 最近5期の運用実績

配当込みＴＯＰＩＸ（本書類における「ＴＯＰＩＸ（配当込み）」をいう。）の指数値及び同指数に係る標章又は商標は、株式会社
ＪＰＸ総研又は株式会社ＪＰＸ総研の関連会社（以下「ＪＰＸ」という。）の知的財産であり、指数の算出、指数値の公表、利用な
ど同指数に関するすべての権利・ノウハウ及び同指数に係る標章又は商標に関するすべての権利はＪＰＸが有する。ＪＰＸは、同指
数の指数値の算出又は公表の誤謬、遅延又は中断に対し、責任を負わない。当ファンドは、ＪＰＸにより提供、保証又は販売される
ものではなく、当ファンドの設定、販売及び販売促進活動に起因するいかなる損害に対してもＪＰＸは責任を負わない。
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ダイワ日本株ニュー・グロース・ファンド（ダイワＳＭＡ専用）

■基準価額・騰落率
期　首：25, 541円
期　末：27, 980円（分配金 0円）
騰落率：9. 5％（分配金込み）

■基準価額の主な変動要因
国内株式市況が大幅に上昇したことを受けて、当ファンドの基準価額も上昇しました。くわしく
は「投資環境について」をご参照ください。

基準価額等の推移について 

運用経過

＊ 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを
示すものです。
＊ 分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なります（分配金を自動的に再投資するコースがないファンドも
あります）。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではありません。

（円） （億円）

期　首
（2023. 12. 4）

期　末
（2024. 12. 4）

基準価額（左軸）　　　　分配金再投資基準価額（左軸）　　　　純資産総額（右軸）

30

20

10

0

30, 000

25, 000

20, 000

15, 000
2024年
1 月

2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7月 8月 9月 10月 11月

（注）分配金再投資基準価額は、当作成期首の基準価額をもとに指数化したものです。

4603_20241204_交_鈴_S.indb   1 2025/01/17   8:42:23

2



ダイワ日本株ニュー・グロース・ファンド（ダイワＳＭＡ専用）

 年　　月　　日
基 準 価 額 ＴＯＰＩＸ（配当込み） 株　　式

組入比率
株　　式
先物比率騰落率 （参考指数） 騰落率

円 ％ ％ ％ ％
（期首）2023年12月 4 日 25, 541 ― 3, 966. 03 ― 96. 3 ―

12月末 26, 200 2. 6 3, 977. 63 0. 3 97. 9 ―
2024年 1 月末 26, 520 3. 8 4, 288. 36 8. 1 97. 2 ―

2 月末 27, 684 8. 4 4, 499. 61 13. 5 96. 6 ―
3 月末 28, 231 10. 5 4, 699. 20 18. 5 95. 6 ―
4 月末 26, 661 4. 4 4, 656. 27 17. 4 97. 0 ―
5 月末 26, 455 3. 6 4, 710. 15 18. 8 96. 5 ―
6 月末 27, 777 8. 8 4, 778. 56 20. 5 97. 2 ―
7 月末 27, 110 6. 1 4, 752. 72 19. 8 97. 3 ―
8 月末 26, 737 4. 7 4, 615. 06 16. 4 97. 0 ―
9 月末 27, 307 6. 9 4, 544. 38 14. 6 95. 7 ―
10月末 26, 965 5. 6 4, 629. 83 16. 7 97. 2 ―
11月末 27, 698 8. 4 4, 606. 07 16. 1 96. 4 ―

（期末）2024年12月 4 日 27, 980 9. 5 4, 708. 98 18. 7 96. 5 ―
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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ダイワ日本株ニュー・グロース・ファンド（ダイワＳＭＡ専用）

■国内株式市況
国内株式市況は、史上最高値を更新後、乱高下を経てレンジ相場となりました。
国内株式市況は、当作成期首より、円高進行などが懸念されて狭いレンジで推移しました。しか
し2024年 1 月以降は、新ＮＩＳＡ（少額投資非課税制度）を通じた資金流入や海外投資家による日
本株投資の積極化、円安進行などが好感され、大幅に上昇しました。 3月下旬以降は上昇が一服
し、景況感の悪化や市場予想を下回る新年度の企業業績見通しの発表、国内長期金利の上昇などが
上値を抑え、高値圏での保ち合いとなりました。 6月下旬以降は、海外のＡＩ（人工知能）関連企
業の株価急騰や円安進行などが好感されて上昇し、史上最高値を更新しました。しかし 7月中旬に
入り、米国の対中輸出規制強化への懸念などから半導体関連株主導で下落すると、 7月末には日銀
の利上げ決定と植田日銀総裁のタカ派発言で金融政策の不透明感がにわかに強まったことに加え、
8月初旬に発表された米国の雇用統計が市場予想よりも弱い内容であったことから急速に円高が進
行し、株価は数日のうちに当作成期首を下回る水準まで急落しました。歴史的な急落を演じた後
は、内田日銀副総裁のハト派発言や米国の経済指標の改善などを受けて株価は急反発し、 9月初旬
には急落直前の水準をほぼ回復しました。その後は、 9月中旬にかけて円高が進行したことや10月
下旬の衆議院議員選挙で与党が過半数割れとなったこと、11月初旬の米国大統領選挙でトランプ元
大統領が勝利し関税引き上げを巡る不透明感が強まったことなどから、一時的に下落する局面はあ
りましたが、高水準の自社株買いなどが下値を支え、総じてレンジ内での推移となり、当作成期末
を迎えました。

投資環境について （2023. 12. 5 ～ 2024. 12. 4）

前作成期末における「今後の運用方針」

国内株式市場は、米国の景気が堅調であることや好調な企業業績の発表により、底堅く推移してい
ます。一方で、米国における金融機関の貸出態度厳格化や財政緊縮などによる経済への悪影響が懸念
されます。また、米国の学生ローン返済再開による個人消費への影響も懸念されます。さらに、中国
においては不動産市況のさらなる悪化も懸念されます。このような環境下において、米国の金融政策
も転換点を迎えつつあることから、当面は、独自要因により成長が期待される企業が評価される展開
を想定しています。今後も、決算内容を精査し、長期的な成長期待に変化がなく、割安感のある成長
企業を見極めていく方針です。
ポートフォリオについては、「投資テーマ」および「ＩＰＯ（新規株式公開）」に着目した銘柄選
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ダイワ日本株ニュー・グロース・ファンド（ダイワＳＭＡ専用）

・株式等の組入比率は、おおむね高位で推移させました。
・ 個別銘柄では、ポストコロナ時代に成長が期待される乃村工藝社、丹青社などを買付けました。一
方、業績見通しや株価指標などを考慮して恵和、ライズ・コンサルティング・グループなどを売却
しました。

ポートフォリオについて （2023. 12. 5 ～ 2024. 12. 4）

別を行っていきます。「投資テーマ」については、半導体関連銘柄、在宅勤務を支援する銘柄、ＤＸ
（デジタルトランスフォーメーション）関連銘柄、サイバーセキュリティ関連銘柄、ＥＶ（電気自動
車）関連銘柄、再生可能エネルギー関連銘柄、婚活サービス関連銘柄、子育て支援関連銘柄、事業承
継Ｍ＆Ａ（企業の合併・買収）関連銘柄、インバウンド関連銘柄、建設・医療・物流業界の2024年問
題の解決に貢献する銘柄などに注目してまいります。「ＩＰＯ」については、上場前やＩＰＯローン
チ前後におけるエンゲージメントを拡大し、目利き力を活かした銘柄選別を行うことで、受益者のみ
なさまに、より高い成長果実を提供できるように取り組んでまいります。

ベンチマークとの差異について

当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを
設けておりません。
当作成期における参考指数（ＴＯＰＩＸ（配当込み））の騰落
率は18. 7％、当ファンドの基準価額の騰落率は9. 5％となりまし
た。
以下のコメントとグラフは、当ファンドの基準価額と参考指数
との騰落率の対比です。
〇主なプラス要因
・業種配分効果： 情報・通信業のオーバーウエート、輸送用機

器のアンダーウエート
・銘柄選択効果：ＩＮＴＬＯＯＰ、ＳＲＥホールディングス
〇主なマイナス要因
・業種配分効果：電気機器のアンダーウエート
・銘柄選択効果：エスプール、ティーケーピー

（注）基準価額の騰落率は分配金込みです。

（％）
20. 0
18. 0
16. 0
14. 0
12. 0
10. 0
8. 0
6. 0
4. 0
2. 0
0. 0

当　期
（2023. 12. 4～2024. 12. 4）

基準価額　　　ＴＯＰＩＸ（配当込み）
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ダイワ日本株ニュー・グロース・ファンド（ダイワＳＭＡ専用）

当作成期は、信託財産の成長を考慮し、収益分配を見送らせていただきました。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

■分配原資の内訳（ 1万口当り）

項 目
当 期

2023年12月 5 日
～2024年12月 4 日

当期分配金（税込み） （円） ―
対基準価額比率 （％） ―
当期の収益 （円） ―
当期の収益以外 （円） ―  

翌期繰越分配対象額 （円） 17, 979 
（注 1） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」
は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

（注 2） 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注 3） 当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

（注 4） 投資信託の計理上、「翌期繰越分配対象額」は当該決算期末時点の基準価
額を上回る場合がありますが、実際には基準価額を超える額の分配金をお
支払いすることはございません。

分配金について

今後の運用方針

日本株式市場については、一進一退の展開を想定しています。米国においては、足元の景気が好調
であることに加え、今後はトランプ次期政権のアメリカファースト政策、減税や財政政策などの景気
刺激策、2028年のロサンゼルスオリンピックなどを控えていることもあり、当面は好景気が続くと考
えられます。一方で、世界経済全体については、各国への関税引き上げなどもあり、各国に与える景
気への影響を慎重に見極める必要があると考えています。また、米国は緩やかに利下げが行われるこ
とが期待されますが、トランプ次期政権の政策の多くはインフレを再燃させてしまう可能性が高いと
考えています。2016年の一期目の時は、ＧＤＰ（国内総生産）ギャップがマイナスの中での政策でし
たが、直近の米国のインフレの動向とＧＤＰギャップを考慮すると、インフレ再燃の警戒が強くなる
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ダイワ日本株ニュー・グロース・ファンド（ダイワＳＭＡ専用）

と考えられます。今後は、米国のインフレ動向や利下げのペース、為替の動向、日銀の金融政策に与
える影響を慎重に見極めていきたいと思います。このような環境下で、当面の世界経済は米国一強の
見通しが強いため、米国で業績を拡大できる企業に注目していきたいと思っています。また、関税な
どの影響が不透明な外需株が投資をしにくい環境下になるため、過去数年厳しい状況が続き、割安感
が強まっている内需の中小型グロース株にも注目したいと考えています。
ポートフォリオについては、「投資テーマ」および「ＩＰＯ（新規株式公開）」に着目した銘柄選
別を行っていきます。「投資テーマ」については、半導体関連銘柄、テレワークや人材関連などの働
き方改革に関連する銘柄、ＥＣ（電子商取引）に関連する銘柄、ＩＴコンサルティングやクラウドな
どのＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）に関連する銘柄、情報セキュリティ対策に関連する
銘柄、再生可能エネルギーやＥＶ（電気自動車）などの気候変動対策に関連する銘柄、婚活サービス
などの少子化対策に関連する銘柄、女性の子育てや家事をサポートする女性活躍に関連する銘柄、イ
ベントや観光などを含む経済再開に関連する銘柄、電力需要の増加の恩恵を享受するエネルギー関連
銘柄、宇宙・防衛関連銘柄、防災・減災・国土強靱化の関連銘柄、マーケットシェアが高く売価を上
げることができる銘柄などに注目してまいります。「ＩＰＯ」については、上場前やＩＰＯローンチ
前後におけるエンゲージメントを拡大し、目利き力を活かした銘柄選別を行うことで、受益者のみな
さまに、より高い成長果実を提供できるように取り組んでまいります。
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ダイワ日本株ニュー・グロース・ファンド（ダイワＳＭＡ専用）

1万口当りの費用の明細

項　　　目
当　期

（2023. 12. 5～2024. 12. 4） 項　　目　　の　　概　　要
金　額 比　率

信 託 報 酬  437円 1. 639％
信託報酬＝当作成期中の平均基準価額×信託報酬率
　　　　　当作成期中の平均基準価額は26, 682円です。

（投 信 会 社）  （211） （0. 792）
投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託会社への運用指図、基準価
額の計算、法定書面等の作成等の対価

（販 売 会 社）  （211） （0. 792）
販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの
管理、購入後の情報提供等の対価

（受 託 会 社）  （15） （0. 055） 受託会社分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  191   0. 716  
売買委託手数料＝当作成期中の売買委託手数料／当作成期中の平均受益
権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（株 式）  （191） （0. 716）

有価証券取引税  ― ―
有価証券取引税＝当作成期中の有価証券取引税／当作成期中の平均受益
権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

そ の 他 費 用  1   0. 005  その他費用＝当作成期中のその他費用／当作成期中の平均受益権口数

（監 査 費 用）  （1） （0. 005） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

合　　　　 計  630   2. 360  

（注 1）当作成期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便
法により算出した結果です。

（注 2）各金額は項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 3）各比率は 1万口当りのそれぞれの費用金額を当作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、小数点第 3位未満を四捨五

入してあります。
（注 4）組み入れているマザーファンドがある場合、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当該マザーファンドが支払っ

た金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）がある場合、
各項目の費用は、当該投資信託証券が支払った費用を含みません。なお、当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「 1万
口当りの費用の明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することとしております。

4603_20241204_交_鈴_S.indb   2 2025/01/17   8:42:24
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ダイワ日本株ニュー・グロース・ファンド（ダイワＳＭＡ専用）

参考情報
■総経費率

当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額を、期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（ 1口当り）
を乗じた数で除した総経費率（年率）は1. 64％です。

（注 1） 1万口当りの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注 2）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注 3）各比率は、年率換算した値です。

総経費率
1. 64％

運用管理費用
（投信会社）
0. 79％

運用管理費用
（販売会社）
0. 79％

運用管理費用
（受託会社）
0. 06％

その他費用
0. 01％

4603_20241204_交_鈴_S.indb   3 2025/01/17   8:42:25
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ダイワ日本株ニュー・グロース・ファンド（ダイワＳＭＡ専用）

 ■主要な売買銘柄
株　　　　式

（2023年12月 5 日から2024年12月 4 日まで）
当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期

買　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　付
銘　　　　　柄 株　数 金　額 平均単価 銘　　　　　柄 株　数 金　額 平均単価

千株 千円 円 千株 千円 円
日本発条  30 48, 679 1, 622 ＩＮＴＬＯＯＰ  12. 5 52, 095 4, 167 
グリーンズ  24. 5 44, 885 1, 832 ライズ・コンサルティング・ク  71. 5 50, 755 709 
ライズ・コンサルティング・ク  61. 5 44, 679 726 グリーンズ  26. 7 48, 867 1, 830 
ＩＮＴＬＯＯＰ  14 43, 443 3, 103 日本アクア  52. 8 48, 398 916 
乃村工藝社  46 40, 732 885 恵和  29 41, 932 1, 445 
丹青社  44. 5 38, 861 873 ＩＮＦＯＲＩＣＨ  10 40, 837 4, 083 
リンクアンドモチベーション  72. 8 38, 578 529 東京計器  10. 4 37, 270 3, 583 
上村工業  3. 4 38, 047 11, 190 日本発条  20. 7 36, 476 1, 762 
GMOグローバルサインHD  12. 6 35, 672 2, 831 上村工業  3. 4 36, 369 10, 696 
ＩＮＦＯＲＩＣＨ  8. 2 34, 426 4, 198 ナレルグループ  11. 7 36, 253 3, 098 
（注 1）金額は受渡し代金。
（注 2）金額の単位未満は切捨て。

 ■株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合
（2023年12月 5 日から2024年12月 4 日まで）

項　　　　目 当　　　　期
（ａ）期中の株式売買金額 6, 669, 896千円 
（ｂ）期中の平均組入株式時価総額 1, 017, 188千円 
（ｃ）売買高比率 （ａ）／（ｂ） 6. 55 
（注 1）（b）は各月末現在の組入株式時価総額の平均。
（注 2）単位未満は切捨て。

 ■売買および取引の状況
 株　　　　式

（2023年12月 5 日から2024年12月 4 日まで）
買　　　　付 売　　　　付

株　数 金　額 株　数 金　額

国内
千株 千円 千株 千円

2, 131. 8 3, 505, 045 2, 011. 1 3, 164, 850 
（ 11. 6） （ ―） 

（注 1）金額は受渡し代金。
（注 2） （　）内は株式分割、合併等による増減分で、上段の数字には含まれており

ません。
（注 3）金額の単位未満は切捨て。

 ■利害関係人との取引状況等
 （1）当作成期中の利害関係人との取引状況

（2023年12月 5 日から2024年12月 4 日まで）
決 算 期 当　　　　　　　期

区分 買付額等
A

う ち 利 害
関係人との
取引状況 B

B/A 売付額等
C

う ち 利 害
関係人との
取引状況D

D/C

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
株式 3, 505 1, 593 45. 5 3, 164 1, 207 38. 1 
コール・ローン 9, 311 ― ― ― ― ― 

（2） 利害関係人である金融商品取引業者が主幹事となって
発行される有価証券

（2023年12月 5 日から2024年12月 4 日まで）

種　　　　　類 当　　　　　期
買　　付　　額

百万円
株式 19 
（注 1）金額は受渡し代金。
（注 2）単位未満は切捨て。
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ダイワ日本株ニュー・グロース・ファンド（ダイワＳＭＡ専用）

 （3） 当作成期中の売買委託手数料総額に対する利害関係人
への支払比率

（2023年12月 5 日から2024年12月 4 日まで）
項　　　　目 当　　　　期

売買委託手数料総額（Ａ） 7, 405千円 
うち利害関係人への支払額（Ｂ） 2, 955千円 
（Ｂ）／（Ａ） 39. 9％ 

※ 利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第 1項に規定される
利害関係人であり、当作成期における当ファンドに係る利害関係人とは、大和証
券株式会社です。

■組入資産明細表
国内株式

銘　　　　柄 期　首 当　期　末
株　数 株　数 評 価 額
千株 千株 千円

水産・農林業（0. 4％）
サカタのタネ ― 1. 2 4, 134 

建設業（5. 1％）
ウエストホールディングス 1. 2 ― ― 
日本アクア 23. 8 5 3, 950 
東建コーポレーション ― 0. 5 5, 355 
東亜建設 ― 5 5, 880 
住友林業 ― 0. 7 4, 040 
ユアテック ― 8. 5 12, 036 
関電工 ― 3. 8 8, 325 
きんでん ― 1. 7 5, 190 
高砂熱学 ― 1. 5 9, 051 
ダイダン ― 1. 3 4, 784 
テスホールディングス 10 ― ― 
食料品（2. 1％）
日清オイリオグループ ― 2. 7 13, 635 
不二製油グループ ― 3 10, 686 
サンクゼール 0. 2 ― ― 

繊維製品（3. 3％）
グンゼ ― 1. 3 6, 682 
富士紡ホールディングス ― 1 5, 370 
セーレン ― 3. 8 10, 514 
ＴＳＩホールディングス ― 10 9, 350 
ワールド ― 2. 8 6, 563 

化学（4. 2％）
三和油化工業 ― 0. 8 1, 423 
アイカ工業 ― 1. 3 4, 195 
ウルトラファブリックスHD ― 3. 8 3, 895 
恵和 2 ― ― 
トリケミカル 3 ― ― 
ＡＤＥＫＡ 3 ― ― 
三洋化成 ― 1. 5 6, 015 
中国塗料 ― 8. 8 20, 556 
ＪＣＵ 2. 3 ― ― 

銘　　　　柄 期　首 当　期　末
株　数 株　数 評 価 額
千株 千株 千円

バルカー ― 3. 7 12, 062 
医薬品（0. 6％）
タウンズ ― 12 6, 732 
ゴム製品（1. 4％）
住友ゴム ― 10 16, 515 

ガラス・土石製品（2. 1％）
日東紡績 0. 7 0. 3 1, 731 
太平洋セメント ― 3. 7 14, 104 
ＭＡＲＵＷＡ ― 0. 2 8, 796 
フジミインコーポレーテッド 1. 3 ― ― 
鉄鋼（0. 3％）
大和工業 ― 0. 5 3, 826 
非鉄金属（1. 2％）
大紀アルミニウム 2 ― ― 
古河電工 ― 1 6, 827 
フジクラ ― 1. 2 7, 418 
金属製品（3. 2％）
トーカロ ― 3 5, 304 
文化シヤツタ－ ― 3. 8 7, 030 
高周波熱錬 ― 8. 8 8, 536 
日本発条 ― 9. 3 16, 433 
機械（7. 9％）
オークマ ― 3. 7 11, 673 
芝浦機械 6. 5 ― ― 
ヤマシンフィルタ ― 3 1, 869 
ヒラノテクシード 0. 5 ― ― 
平田機工 ― 2. 2 11, 726 
酒井重工業 ― 1. 5 3, 517 
オルガノ ― 0. 5 4, 520 
ダイフク ― 2. 1 7, 011 
タダノ ― 6 6, 891 
フクシマガリレイ ― 2 10, 620 
イーグル工業 ― 5. 5 10, 576 
三井Ｅ＆Ｓ ― 14. 7 22, 711 

銘　　　　柄 期　首 当　期　末
株　数 株　数 評 価 額
千株 千株 千円

電気機器（2. 8％）
デンヨー ― 1. 8 5, 036 
芝浦メカトロニクス 1. 5 ― ― 
ダイヘン ― 1. 5 10, 590 
ＭＣＪ ― 2. 8 3, 908 
サクサ 7 ― ― 
SANTEC HOLDINGS 2. 7 ― ― 
リオン 10. 7 ― ― 
オプテックスグループ ― 3. 5 6, 153 
日本アビオニクス ― 1. 5 3, 534 
芝浦電子 ― 1 3, 170 
エンプラス 1. 1 ― ― 
輸送用機器（3. 2％）
ジャパンエンジンコーポ ― 3. 2 13, 872 
ダイハツデイ－ゼル ― 7. 3 12, 410 
三菱ロジスネクスト 11 ― ― 
タチエス ― 2. 3 3, 912 
アイシン ― 3. 8 6, 289 
精密機器（1. 7％）
日機装 ― 1. 8 1, 701 
東京計器 ― 1. 7 6, 205 
インターアクション 3 ― ― 
松風 ― 5. 5 11, 220 
その他製品（2. 5％）
前田工繊 ― 6 10, 734 
タカラトミー ― 1. 5 6, 606 
リンテック ― 0. 7 2, 142 
美津濃 ― 1 9, 010 
電気・ガス業（0. 9％）
グリムス 7 1 2, 806 
東北電力 ― 2. 7 3, 327 
九州電力 ― 2. 7 4, 031 
陸運業（1. 2％）
トナミホールディングス ― 1. 1 5, 863 
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ダイワ日本株ニュー・グロース・ファンド（ダイワＳＭＡ専用）

銘　　　　柄 期　首 当　期　末
株　数 株　数 評 価 額
千株 千株 千円

セイノーホールディングス 1. 8 2. 7 6, 588 
ビーイングHLDGS ― 0. 5 1, 194 

倉庫・運輸関連業（0. 3％）
ファイズホールディングス ― 3. 7 3, 452 
情報・通信業（8. 2％）
ソラコム ― 0. 2 213 
豆蔵デジタルＨＤ ― 1. 2 1, 521 
システナ 13 ― ― 
デジタルアーツ 0. 5 0. 2 1, 186 
手間いらず 5. 3 ― ― 
ラクーンホールディングス 2. 7 ― ― 
アイスタイル 8. 8 ― ― 
エムアップホールディングス 2 ― ― 
エニグモ 12 ― ― 
メディアドゥ 7 ― ― 
ソフトウェア・サービス 0. 3 ― ― 
GMOグローバルサインHD ― 1. 5 3, 694 
ＵＬＳグループ 1. 3 ― ― 
ｅＢＡＳＥ 8 ― ― 
アドソル日進 1. 2 ― ― 
クラウドワークス 12. 7 ― ― 
ラクス 0. 5 ― ― 
UBICOMホールディングス 8 ― ― 
プラスアルファ・コンサルティン 4. 5 0. 7 1, 203 
APPIER GROUP 3. 7 ― ― 
スパイダープラス 0. 5 0. 8 272 
応用技術 4. 7 1 1, 439 
セーフィー 5 ― ― 
ラクスル ― 1 1, 118 
JDSC ― 13. 5 13, 945 
バルテス・ホールディングス 7 ― ― 
Ｓａｎｓａｎ ― 2 4, 356 
ｋｕｂｅｌｌ 16 ― ― 
サイバーセキュリティクラウド 0. 8 ― ― 
フューチャー 1. 6 ― ― 
オービックビジネスＣ 1. 5 ― ― 
大塚商会 ― 2. 5 9, 227 
電通総研 ― 1 5, 590 
インテリジェント ウェイブ 6. 3 ― ― 
ＡＮＹＣＯＬＯＲ ― 0. 5 1, 036 
日本ビジネスシステムズ ― 12 11, 148 
エコナビスタ ― 0. 5 770 
ネットスターズ ― 2. 5 2, 177 
ＱＰＳ研究所 3 0. 3 392 
ヒューマンテクノロジーズ ― 3. 5 4, 487 
ＢＩＰＲＯＧＹ 0. 3 0. 8 3, 668 
都築電気 2. 7 1. 3 3, 348 
スカパー JSATHD ― 12. 5 11, 150 
ピー・シー・エー 3 ― ― 
シーイーシー 4. 7 ― ― 
コナミグループ ― 0. 2 3, 114 
ソフトバンクグループ ― 1 8, 992 
卸売業（4. 6％）
ダイワボウＨＤ ― 3. 7 11, 166 

銘　　　　柄 期　首 当　期　末
株　数 株　数 評 価 額
千株 千株 千円

ラクト・ジャパン ― 3 8, 613 
三菱食品 ― 0. 8 3, 908 
松田産業 1. 5 7. 5 23, 175 
第一興商 ― 3. 3 6, 281 
小売業（11. 8％）
トライアルホールディングス ― 5 15, 600 
インターメスティック ― 1 2, 440 
サンエー ― 3. 5 9, 597 
コメ兵 HLDGS ― 3. 5 12, 722 
物語コーポレーション ― 3 10, 785 
ＢＥＥＮＯＳ 1 ― ― 
FOOD&LIFE COMPAN ― 2 7, 046 
JAPAN EYEWEAR HO ― 5. 7 16, 376 
良品計画 ― 1 3, 373 
ワークマン 0. 8 ― ― 
サイゼリヤ ― 1. 3 7, 215 
ユナイテッドアローズ ― 3. 8 10, 009 
交換できるくん 1. 8 ― ― 
しまむら ― 1 8, 607 
GENKY DRUGSTORES ― 3 9, 150 
ニトリホールディングス ― 0. 6 12, 030 
ファーストリテイリング ― 0. 2 10, 586 
銀行業（2. 1％）
九州フィナンシャルG ― 12 8, 860 
山陰合同銀行 ― 8. 7 10, 744 
北洋銀行 ― 10 4, 570 

証券、商品先物取引業（2. 1％）
マネックスＧ ― 21 23, 772 
保険業（0. 7％）
ライフネット生命保険 7. 7 3 5, 823 
ＦＰパートナー ― 1 2, 319 
その他金融業（1. 4％）
プレミアグループ ― 3 7, 755 
イー・ギャランティ 12. 2 4. 7 7, 924 
不動産業（2. 8％）
SRE ホールディングス 5. 2 ― ― 
LA ホールディングス ― 0. 8 5, 160 
ケイアイスター不動産 0. 7 2. 2 9, 295 
ティーケーピー 5. 7 ― ― 
カチタス ― 7 15, 190 
青山財産ネットワークス ― 1. 7 2, 935 
サービス業（21. 8％）
アストロスケールホールディンク ― 3. 5 2, 674 
インテグループ ― 0. 5 1, 690 
フィットイージー ― 1 1, 630 
メンバーズ 3. 5 ― ― 
ＵＴグループ 3. 8 ― ― 
ケアネット 0. 5 ― ― 
リンクアンドモチベーション 0. 2 ― ― 
ディップ 0. 8 ― ― 
新日本科学 ― 10. 8 16, 729 
エスプール 52. 8 ― ― 
インフォマート 18 67 18, 425 
日水コン ― 8 10, 832 

銘　　　　柄 期　首 当　期　末
株　数 株　数 評 価 額
千株 千株 千円

グロービング ― 1 7, 370 
シーティーエス 3 6. 5 5, 902 
テー・オー・ダブリュー ― 13. 5 4, 225 
エフアンドエム 7. 5 ― ― 
エン・ジャパン 1. 5 ― ― 
弁護士ドットコム 0. 5 ― ― 
ベクトル 7. 3 5 4, 930 
チャームケアコーポレーション 8. 7 8 10, 320 
ＩＢＪ 1. 7 ― ― 
M&Aキャピタルパートナー ― 7. 2 19, 267 
ERI ホールディングス 1. 5 ― ― 
シグマクシス・ホールディンク 10 3. 7 3, 374 
エラン 6. 8 ― ― 
アトラエ 5 ― ― 
ストライク 3. 3 3 11, 430 
ソラスト 3. 8 7. 5 3, 457 
ベイカレント 0. 2 ― ― 
アイモバイル 37 ― ― 
ジャパンエレベーターSHD ― 1 2, 870 
グリーンズ 10. 7 8. 5 15, 215 
ミダックホールディングス ― 3. 5 5, 635 
マネジメントソリューションズ 0. 7 ― ― 
コプロ・ホールディングス 0. 2 ― ― 
日本ホスピスHLDGS 6. 5 5 6, 440 
ポピンズ 1. 7 10. 5 13, 377 
リログループ 11. 7 ― ― 
ナレルグループ 9. 2 5. 8 13, 345 
トライト 18 ― ― 
ライズ・コンサルティング・ク 10 ― ― 
GREEN EARTH INST 0. 2 0. 2 95 
TRE ホールディングス ― 5. 2 8, 216 
ＮＩＳＳＯＨＤ ― 10 7, 650 
ＩＮＦＯＲＩＣＨ 2 0. 2 901 
ココルポート ― 1. 8 2, 718 
M&A総研ホールディング 3. 3 ― ― 
ＡＶｉＣ ― 2. 8 3, 200 
ＩＮＴＬＯＯＰ ― 1. 5 8, 175 
乃村工藝社 ― 22 17, 446 
丹青社 ― 28. 5 22, 942 

千株 千株 千円

合計
株 数、 金 額 539. 1 671. 4 1, 149, 383 

銘柄数＜比率＞ 96銘柄 153銘柄 ＜96. 5％＞ 

（注 1） 銘柄欄の（　）内は国内株式の評価総額に対する
各業種の比率。

（注 2） 合計欄の＜　＞内は、純資産総額に対する評価
額の比率。

（注 3）評価額の単位未満は切捨て。
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ダイワ日本株ニュー・グロース・ファンド（ダイワＳＭＡ専用）

 ■資産、負債、元本および基準価額の状況
2024年12月 4 日現在

項　　　　　目 当　　期　　末
（Ａ）資産 1, 218, 924, 897円

コール・ローン等 47, 717, 510  
株式（評価額） 1, 149, 383, 900  
未収入金 18, 452, 687  
未収配当金 3, 370, 800  

（Ｂ）負債 27, 975, 025  
未払金 18, 682, 396  
未払信託報酬 9, 261, 639  
その他未払費用 30, 990  

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 1, 190, 949, 872  
元本 425, 649, 375  
次期繰越損益金 765, 300, 497  

（Ｄ）受益権総口数 425, 649, 375口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 27, 980円

＊ 期首における元本額は294, 921, 023円、当作成期間中における追加設定元本額は
228, 354, 992円、同解約元本額は97, 626, 640円です。
＊当期末の計算口数当りの純資産額は27, 980円です。

 ■損益の状況
当期  自 2023年12月 5 日  至 2024年12月 4 日

項　　　　　目 当　　　　期
（Ａ）配当等収益 16, 406, 599円

受取配当金 16, 363, 447  
受取利息 43, 326  
その他収益金 472  
支払利息 △  646  

（Ｂ）有価証券売買損益 77, 817, 665  
売買益 326, 690, 657  
売買損 △  248, 872, 992  

（Ｃ）信託報酬等 △  16, 789, 378  
（Ｄ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 77, 434, 886  
（Ｅ）前期繰越損益金 85, 330, 077  
（Ｆ）追加信託差損益金 602, 535, 534  

（配当等相当額） （ 410, 880, 985）
（売買損益相当額） （ 191, 654, 549）

（Ｇ）合計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） 765, 300, 497  
次期繰越損益金（Ｇ） 765, 300, 497  
追加信託差損益金 602, 535, 534  
（配当等相当額） （ 410, 880, 985）
（売買損益相当額） （ 191, 654, 549）
分配準備積立金 162, 764, 963  

（注 1） 信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注 2） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注 3） 収益分配金の計算過程は下記「収益分配金の計算過程（総額）」をご参照
ください。

■収益分配金の計算過程（総額）
項 目 当 期

（ａ）経費控除後の配当等収益 13, 483, 568円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益 63, 951, 318　
（ｃ）収益調整金 602, 535, 534　
（ｄ）分配準備積立金 85, 330, 077　
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 765, 300, 497　
（ｆ）分配金  0　
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 765, 300, 497　
（ｈ）受益権総口数 425, 649, 375口

 ■投資信託財産の構成
2024年12月 4 日現在

項　　　　　目 当　　　期　　　末
評　価　額 比　　 率

千円 ％
株式 1, 149, 383 94. 3 
コール・ローン等、その他 69, 540 5. 7 
投資信託財産総額 1, 218, 924 100. 0 
（注）評価額の単位未満は切捨て。

  《お知らせ》
  ■信託期間の延長について
　2024年 2 月21日付で信託期間終了日を2024年12月 4 日から2029年12月 4 日に変更しました。
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